
ファンドマネジャーの死

　
先
日
、
同
世
代
の
日
本
株
フ
ァ

ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
急
逝
し
、
驚

き
を
消
化
し
切
れ
ず
に
い
る
。
あ

く
ま
で
主
観
だ
が
、
手
ず
か
ら
立

ち
上
げ
た
彼
の
運
用
会
社
が
そ
の

真
価
を
発
揮
し
た
の
は
平
成
の
中

ご
ろ
だ
。
筆
者
の
考
え
で
時
代
を

区
切
る
な
ら
、
時
期
や
海
外
顧
客

の
多
さ
な
ど
か
ら
見
て
平
成
の
第

二
世
代
に
当
た
る
。

　
第
一
世
代
は
、
そ
の
内
実
は
さ

て
お
き
、
日
本
か
ら
海
外
運
用
を

行
う
こ
と
は
普
通
だ
っ
た
。
し
か

し
、
日
米
構
造
協
議
な
ど
を
経
て

運
用
の「
自
由
化
」が
始
ま
る
と
、

外
物
は
外
資
系
で
と
い
う
流
れ
が

強
ま
っ
た
。

　
第
二
世
代
は
日
本
市
場
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
に
な
っ
た
。
日
本
物

は
現
地
で
と
考
え
た
海
外
投
資
家

か
ら
の
資
金
も
多
く
集
ま
っ
た
。

　
世
界
市
場
で
日
本
の
割
合
が
低

下
す
る
と
、
第
三
世
代
の
多
く
は

外
国
商
品
の
説
明
役
に
転
じ
、
実

質
的
に
運
用
者
人
生
を
終
え
た
。

　
先
般
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
骨
太

方
針
」
に
は
「
資
産
運
用
立
国
」

と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
良
し
あ
し

は
別
と
し
て
、
そ
の
中
身
の
多
く

は
第
三
世
代
の
構
図
が
前
提
だ
。

た
だ
、先
ん
じ
て
公
表
さ
れ
、「
骨

太
方
針
」
も
依
拠
し
て
い
る
い
わ

ゆ
る
「
プ
ロ
グ
レ
ス
レ
ポ
ー
ト
」

（
金
融
庁
）
に
は
、
そ
の
先
を
考

え
さ
せ
る
く
だ
り
が
あ
る
。

　
い
わ
く
、
外
資
依
存
は
運
用
高

度
化
の
契
機
に
な
る
が
、
国
内
運

用
人
材
の
減
少
と
機
能
低
下
を
招

く
。
意
思
疎
通
が
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス

に
な
っ
た
今
、
国
内
運
用
会
社
は

内
外
の
有
為
な
人
材
を
傘
下
に
収

め
運
用
力
を
上
げ
る
べ
し
、
と
。

　
日
本
の
お
金
は
日
本
で
、
と
い

う
感
情
論
で
は
な
く
、
運
用
業
の

実
入
り
を
左
右
す
る
知
恵
と
頭
脳

は
日
本
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
産

業
立
国
論
だ
ろ
う
。

　
比
較
優
位
に
従
う
工
業
立
地
と

違
い
、
情
報
産
業
の
運
用
業
は
ど

こ
で
も
で
き
る
。
た
だ
、
産
業
集

積
の
経
路
は
よ
り
複
雑
で
、
そ
の

基
盤
は
今
も
昔
も
人
の
集
積
だ
。

　
短
期
で
は
国
内
市
場
の
活
性
化

で
第
二
世
代
辺
り
ま
で
時
を
戻
す

こ
と
、
長
期
で
は
「
金
融
教
育
」

と
共
に
「
金
融
高
等
教
育
」
が
必

要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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